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第1章　 緒 言

Solcoserylが 豚 の打 撲 創 の 肉芽 形 成 を 促進 し,創

傷 治 癒 を 早 め た とい うWickingen1)の 報 告 以 来,

 Solcoserylは 臨床 上 潰 瘍 性 疾 患 な どに繁 用 され て い

るが,と くに 胃 ・十二 指 腸 潰 瘍 に 対 す る著 明 な 治療

効 果 はGriess & Stemberg2), Pirwitz3), Erba &

 Casati4), Tosetti5), Barre & Alechinsky6),大 島7),

並 木8)ら の 報 告 に 明 らか な と こ ろで あ る.

Solcoserylの 作 用 機 序 に 関 し て はStandinger9),

 Pirwitz3), Harrer10)ら の実 験 よ り,強 い 細 胞 呼 吸

賦 活 に よ る生 体 の 全 身 的 代 謝 の 亢 進 に 起 因 す ると さ

れ て い る.

しか し,こ の細 胞 呼 吸 賦 活 作 用 だ け でSolcoseryl

の 潰瘍 治癒 促 進 効 果 を 説 明 す る こ とは 不十 分 で あ り,

ま た 胃潰 瘍 治療 に お い て も,潰 瘍 の どの部 が最 も増

殖 し,治 癒 す る の か も明 らか で は な い.

一 方,Solcoserylが 強 い 生 体 賦 活 作 用 を 有 す る こ

とか ら,そ の応 用 範 囲 は 広 い もの と考 え られ,第1

編11)に お いて, Solcoserylは 生体 の網 内系 機 能 亢 進

作 用 を有 す る こ とが 明 らか に さ れ た が,第2編12)

に お い て, SolcoserylはEhrlich腹 水 癌 細 胞 に 対 し,

悪性 腫 瘍 の特 徴 で あ る嫌 気性 解 糖 能 に は影 響 を与 え

な い が,正 常細 胞 同 様,呼 吸能 を 著 明 に 賦 活 し,

 Ehrlich腹 水 癌 細 胞 が 高 エ ネル ギ ーを え るで あ ろ う

と い う結 果 を え た ので,こ れ を 解 明 す る 目的 で,第

3編13)に お い て,担 癌 体 にSolcoserylを 投 与 した と

こ ろ, Solcoserylは 担 癌 体 の 腫 瘍 の 発 育 に 促 進 的 に

作 用 す る とい う結 果 を え た.

この こ とか ら,臨 床 上 癌 か,単 な る 潰瘍 か ま ぎ ら

わ しい症 例 にSolcoserylを 用 い た場 合,も し癌 で あ

れ ば 患者 に 悪 い結 果 が もた ら され る の で は な い か と

考 え られ る.し か し,臨 床 上 癌 に対 す るSolcoseryl

の 態 度 は 明 ら か に され て いな い.

この よ うな見 地 か ら,手 術 時 切 除 され た人 の 胃 の

正 常組 織,潰 瘍 組 織 お よ び癌 組 織 を 用 い, Solcoseryl

の影 響 を組 織 化学 的 に検 索 し, Solcoserylの 作 用 機

序 の一 端 を う か が う と と も に,潰 瘍 修 復 機 転 お よ び

癌 組 織 に対 す る 態度 を 検 索 す べ く,本 編 を 企 図 し

た.

実 験 的 に は嫌 気 性 解 糖 系 の 一 端 を標 示 す るphos-

phorylase (P-ase), lactic dehydrogenase (LDH)を,

以 下 呼 吸 系 と し てsuccinic dehydrogenase (SDH),

 malic dehydrogenase (MDH), pentose cycleと し て

glucose-6-phoshate dehydrogenase (G-6-PDH),脂 質

代 謝 系 と して α-glycerophosphate dehydrogenase (α-

GDH), β-hydroxybutyric dehydrogenase (β-HDH),

ア ミノ酸 代 謝 系 と してglutamic dehydrogenase (GD

H),細 胞 内電 子 伝 達 系 と し てnicotinamide-adenine

 dinucleotide diaphorase (NAD diaphorase)の9酵 素

を え ら び,人 の 胃組 織 の 相 隣 れ る連 続 切 片 を 用 い,

これ ら9酵 素 の 活 性 に お よぼ すSolcaserylの 影 響 を
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組織化学的に検索 し,さ らにHematogylin-Eosin染

色標本 と対比しつつ観察 した.

第2章　 実験材料ならびに実験方法

第1節　 実験材料

当教室において手術時切除 された胃疾患のほぼ正

常に近い部を正常胃組織 として使用 し,そ のほか胃

潰瘍組織および胃癌組織を使用 した.こ れ らの胃組

織は幽門腺領域または胃底腺領域からできるだけ早

期に採取し,直 ちに生理的食塩水で洗滌の後,ブ ロ

ックホルダーにのせ, -30℃ のdeep freezerに 保

存 し, 2週 間以内に組織化学反応を行なつた.

第2節　 実験方法

胃組織は-20℃ の クリオスタッ ト中で厚さ20μ

の凍結連続切片とし,ス ライ ドグラス上に伸展 し,

室温で融解 し,組 織化学反応を行なつた.

第3節　 組織化学反応

P-aseは 武 内,栗 秋氏法14)に より,そ のほかの酵

素はPearse15)の 方法に準じ,い ずれの反応液にも

反応液の1/10量 のSolcoserylを 添加 し,対 照 に は

Solcoserylの 代 りに同量の0.9% NaCl液 を 添加 し

た.

各反応液の組成は次の通りである.

1) phosphorylase: glucose-6-phosphate 50 mg, 

adenylic acid from muscle 20mg, 0.2M acetate buffer 

pH 5.7 10ml, alchohol 5ml, glycogen 2mg, insulin 
10 units, Ap. de-t. 10ml, Solcoseryl 2.5ml.

2) lactic dehydrogenase: 0.5M sodium lactate 4ml, 

0.1M phosphate buffer pH 7.4 10ml, 5mg/3ml 

nitro-BT 3ml, 100% NAD 2.5mg, 0.5M HCl 5 

drops, Solcoseryl 1.7ml.

3) succinic dehydrogenase: 0.2M sodium succinate 

5ml, 0.1M phosphate buffer pH 7.6 5ml, 5mg/3ml 

nitro-BT 6ml, Aq. dest. 10ml, Solcoseryl 2.6ml.

4) malic dehydrogenase: 1M sodium malate 5ml, 

0.1M phosphate buffer pH 7.4 10ml, 5mg/3ml 

nitro-BT 3ml, 100% NAD 2.5mg, 0.1M KCN 

2ml, 0.5M HCl 5 drops, Solcoseryl 2ml.

5) glucose-6-phosphate dehydrogenase: 0.005M 

glucose-6-phosphate 6ml, veronal buffer pH 7.4 17
ml, 5mg/3ml nitro-BT 4.5ml, 100% NAD 7mg, 

0.01M MgCl2 3ml, 0.5M MnCl2 3ml, Solcoseryl 
3.3 ml.

6) α-glycerophosphate dehydrogenase: 1M sodium

 α-glycerophosphate 4ml, 0.1M phosphate buffer

 pH 7.6 11ml, 5mg/3ml nitro-BT 3ml, 100% 

NAD 2.5mg, 0.1M KCN 2ml, 0.5M HCl 5 

drops, Solcoseryl 2ml.

7) β-hydrosybutyric dehydrogenase: 1M sodium

 β-hydroxybutyrate 4ml, 0.1M phosphate buffer pH

 7.6 11ml, 5mg/3ml nitro-BT 3ml, 100% NAD

 2.5mg, 0.1M KCN 2ml, 0.5M HCl 5 drops, Solco-

seryl 2ml.

8) NAD diaphorase: 0.06M phosphate buffer pH 

8.0 20ml, NADH 20mg, nitro-BT 20mg, Solcoseryl 

2ml.

9) glutamic dehydrogenase: 1M sodium glutamate 

4ml, 0.1M phosphate buffer pH 7.6 11ml, 5mg/

3ml nitro-BT 3ml, 100% NAD 2.5mg, 0.1M 

phosphate buffer pH 7.6 11ml, 5mg/3ml nitro-BT 

3ml, 100% NAD 2.5mg, 0.1M KCN 2ml, 0.5M 

HCl 5 drops, Solcoseryl 2ml.

これらの反応液中に組織伸展標本を浸漬 し, 37℃

の孵卵器中にて反応せ しめた.

反応時間はLDH, SDH, MDH, G-6-PDH, α-GDH,

 β-HDHお よびGDHは60分, NAD diaphoraseは15

分, P-aseは90分 とした.

反応終了後P-aseは ヨー ド・ヨー ドカ リ稀釈液の

中に3分 間浸漬し,ヨ ー ドグリセリンで封入,そ の

ほかの酵素は反応終了後水洗 し, 10%ホ ルマ リンで

10分 間固定し,カ ナダバルサムで封入,検 鏡 した.

 nitro-BT, glucose-6-phosphate, sodium β-hydroxy-

butyrate, NADお よ びNADHはSigma Chemical

 Co.製 の ものを用いた. SolcoserylはSolco Basel Co.

製,フ イナイ薬品K. K.発 販のものを原液 のま ま

用いた.

第3章　 実 験 成 績

次の1)～6)の 酵素の活性は,い ずれも正常胃,

胃潰瘍および胃癌組織において,対 照群とSolcoseryl

添加 群との間に有意の差を認めえなかつたので,そ

の対照群の所見のみを記載 し,表1に 示した.

1) phosphorylase:胃 底腺領域の被蓋上皮 は一 般

に中等度の活性を,幽 門腺領域の被蓋上皮は一般に

微弱な活性を示 したが,こ れ らの部の腺管細胞およ

び粘膜固有層は陰性であり,粘 膜筋板は中等度の活

性を示 した.萎 縮性変化部,腸 上皮化生部および再

生上皮では一般に活性はわずかなが ら低下 し,潰 瘍

瘢痕部は陰性であつた.癌 細胞は一般に微弱ないし

弱陽性の活性を示 したが,間 質は常 に陰性 で あつ
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た.

表1　 Solcoseryl添 加 に よ り酵 素 活 性 に 変 化 のみ られ なか つ た酵 素 群

-unstained ±faint +slight or weak 〓moderate 〓intense or strong

表2　 Solcoseryl添 加 に よ り酵 素 活 性 に変 化 のみ られ た 酵 素 群

-unstained ±faint +slight or weak 〓moderate 〓intense or strong

2) lactic dehydrogenase:胃 底腺領域の被蓋 上皮

は一般に中等度ない し強度の活性を示 し,壁 細胞は

強度の,そ のほかの腺管細胞は軽度ない し中等度の

活性を示 した.幽 門腺領域でもほぼ同様の活性が示

された.こ れらの部の粘膜固有層は微弱ないし軽度

の活性を,粘 膜筋板は中等度の活性を示 した.萎 縮

性変化部および再生上皮では一般に活性はわずかな

がら低下し,腸 上皮化生部では強度の活性が示 され

た.潰 瘍瘢痕部は中等度の活性を示 した.癌 細胞は

一般に中等度ないし強度の活性を示 したが
,間 質は

ほとん ど陰性であつた.

3) succinic dehydrogenase:胃 底 腺領域の被蓋 上

皮は全般に軽度の活性を示 したが,壁 細胞は強度の,

そのほかの腺管細胞は軽度の活性を示 した.幽 門腺

領域の被蓋上皮は一般に軽度の活性を,腺 細胞は軽

度ないし中等度の活性を示した.こ れらの粘膜固有

層は陰性ない し微弱な活性を示 し,粘 膜筋板は微弱

な活性を示 した.萎 縮性変化部および再生上皮では

一般に活性はわずかながら低下し,腸 上皮化生部で

は活性は著明に上昇した.癌 細胞は一般に中等度な

いし強度の活性を示したが,間 質は陰性であつた.

4) malic dehydrogenase:す べての部においてLD

Hと 同様の所見が認められたが, LDHよ り全般に

やや弱い活性が示 された.

5) glutamic dehydrogenase:す べての部におい て

SDHと 同 様の所見が認められた.

6) β-hydroxybutric dehydrogenase:す べての部に
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おいてSDHと 同様の所見が認められたが, SDHよ

り全般にやや弱い活性が示された.

次の7)～9)の 酵素の活性は,対 照群とSolcoseryl

添加 群との間に有意の差が認められたので,両 者の

所見を記載 し,表2に 示 した.

7) glucose-6-phosphate dehydrogenase:胃 底 腺 お

よび幽門腺領域の被蓋上皮は全般に軽度の活性を示

したが(図1),こ れ らの部の腺管細胞,粘 膜 固有

層および粘膜筋板では活性はほとん ど認められなか

つた.萎 縮性変化部では活性は一般に低下 し,そ の

程度は萎縮性変化の度合に比例 し(図2),腸 上 皮

化性部では軽度の活性が示されたが,再 生上皮およ

び潰瘍瘢痕部は陰性であつた.癌 細胞は中等度の活

性を示 したが,間 質は陰性であつた(図3).

これ に対 しSolcoseryl添 加群では被蓋上皮,萎 縮

性変化部および癌細胞にわずかながら活性の上昇が

認められたが(図1′ ～3′),そ のほかの部では活性

の変化はほとんど認められなかつた.

8) α-glycerophosphate dehydrogenase:胃 底 腺領

域の被蓋上皮および腺管細胞は全般に軽度の活性を

示 し(図4),幽 門 腺領域でも同様の所見が認めら

れた.こ れらの部の粘膜固有層および粘膜筋板では

ほとんど活性は認められなかつた.萎 縮性変化部お

よび再生上皮では活性は低下 し(図5, 6),腸 上

皮化生部では軽度の活性を認め,潰 瘍瘢痕部では活

性はほとんど認められなかつた.癌 細胞は一般に軽

度ないし中等度の活性を示し,間 質は陰性ないし微

弱な活性を示 した(図7).

これ に対 しSolcoseryl添 加群ではいずれの部にお

いてもわずかなが ら活性は上昇し(図4′ ～6′),と

くに癌細胞においては先進部の細胞に著るしい(図

7′).

9) nicotinamide-adenine dinucleotide diaphorase:

胃底腺領域の被蓋上皮は一般に中等度ないし強度の

活性を示 し,壁 細胞は中等度,そ のほかの腺管細胞

は軽度の活性を示 した(図8).幽 門 腺領域の被蓋

上皮は一般に強度の活性を示 し,腺 管細胞は軽度な

い し強度の活性を示した.こ れらの部の粘膜固有層

は微弱な活性を示し,粘 膜筋板は中等度の活性を示

した.萎 縮性変化部では活性は一般に低下し,腸 上

皮化生部,再 生上皮および潰瘍瘢痕部は中等度の活

性を示した(図9).癌 細 胞は一般に軽度ないし中

等度の活性を示 し,間 質は微弱ないし軽度の活性を

示 した(図10).

これに対しSolcoseryl添 加 群ではいずれの部にお

いてもわずかながら活性は上昇した(図8′ ～10).

第4章　 総括ならびに考按

Solcoserylは 第1編11)に のべたごとく,網 内系機

能亢進処置の施された幼牛の血液からの無蛋白抽出

剤であるが,そ の製法,組 成に関しては未だ詳 らか

にはされておらず,ま たその作用機序も強い組織呼

吸能賦活による生体の全身的代謝賦活に起因すると

されているのみであるが9)10),肉 芽形成促進作用を

有することから1)臨 床上潰瘍性疾患などに用いられ,

その治療効果は注目すべきものがある2)3)4)5)6).

そ こで本編においては組織化学的に解糖,呼 吸,

脂質,ア ミノ酸の各代謝系および細胞内電子伝達系

の主として脱水索酵素におよぼすSolcoserylの 影響

を手術時摘出され た人 の 胃組 織を用 い検 討 し,

 Solcoserylの 作用機序の一端をうかがつた.

人の胃の系統的な組織化学的研究は教室の北村16),

河 島17)ら によつてすでに詳細に報告 されてい るの

で,本 編においてはその一般的傾向について記載す

るにとどめた.

脱水素酵素の組織 化学 に は電子 受容体 として

nitro-BTが 最 も優秀であるといわれているが,反 対

するものもないではない. Wattenberg18)はneotetra-

zoliumの 方が良いコン トラス トをえるとのべている

が, neotetrazoliumが 還元されて生ずる色調に幾分

かの疑問がもたれている.こ れ に反 しnitro-BTは

還元 されるとき酵素活性の量的変化に比例 したblue

 diformazon粒 子の沈着による濃度の変化のみをきた

し,色 調の変化をきたさない利点がある.本 実験の

目的は酵素活性の比較を標本の間でおこなうことで

あり,色 調の変化をきたさないnitro-BTが 研 究の

目的にかなつていると考えられ,全 酵素の証明にこ

れを用いた.

内因性脱水素酵素反応 もまた問題 とされるが,組

織を一度凍結させ,つ いで融解 させることにより内

因性脱水素酵素活性はほとんど消失す る とい う事

実19)よ り,本 実験 においても凍結切片を用いて反

応をおこない,こ れを除去 した.

反応時間の決定は重大な問題であるが,各 組織に

おいて最も良いコン トラス トがえられる時間を予め

検討した結果,前 述のごとく決定 し,厳 守した.

またSolcoserylは 高張水容液であるので,こ れを

反応液に添加した場合,滲 透圧の相違により,反 応

様相に変化を生ずることが考えられる.そ こで予備

実験として対照群に添加するNaCl solutionの%を
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1.8お よび2.7%と したが,反 応には影響を与えなか

つた.こ のことより本実験におけるSolcoserylの 高

張性は無視できよう.

さてP-aseは グ リコーゲンとブ ドウ糖-1-燐 酸

の可逆的変化を触媒する酵素であり,動 ・植物にお

けるグリコーゲン合成,分 解に重要な位置を占めて

いる. LDHはNADを 助酵素とし,主 に ピルビン

酸の還元に関与する.こ の2酵 素はともに嫌気性解

糖系に関与する酵素であるが,と くにLDHは 癌組

織では生化学的に嫌気性解糖の終未過程を知る重要

な酵素である.本 実験では正常胃,胃 潰瘍および胃

癌組織ともにSolcoserylの 添加によりこの2酵 素の

活性の変化は認 め られな かつ た.こ の ことよ り

Solcoserylは 嫌 気性解糖には関与しないことが推察

される.こ れは第2編12)に おけるEhrlich腹 水 癌

細胞の嫌気性解糖能にSolcoserylは 影響を与えない

という生化学的結果と一致する.

SDHお よびMDHはTCA cycleの 代 謝を 標示す

る組織化学的方法しとて重要な意義をもち, SDHは

コハク酸を酸化してフマール酸を成生する反応に関

与する酵素で,助 酵素を必要としない. MDHは リ

ンゴ酸よりオキザロ酢酸の成生に関与する酵素で,

 NADあ るいは一部NADHを 助酵素 とする.本 実験

では正常胃,胃 潰瘍および胃癌組織 ともにSolcoseryl

の添加により対照群との間に活性の有意の差を認め

えなかつた.こ のことはSolcoserylはTCA cycleに

は関与しないということを推察させる.

一方 , Solcoserylは 著明な組織呼吸賦活作用を有

し9)10),また第2編12)に おけるSolcoserylはEhrlich

腹水癌細胞の呼吸能を著明に賦活するという生化学

的結果と照合すると, Solcoserylの 著 明な組織呼吸

賦活作用はTCA cycle以 外の呼吸系への影響 と考

えざるをえない.

NAD diaphoraseは 脱水素酵素 の助酵 素で ある

NADの 還元型のNADHの 酸 化を触媒するフラビ

ン酵素で,生 体の酸化 ・還元における中間水素伝達

系において重要な位置をしめてい る.本 実験 で は

Solcoserylの 添加により正常胃,胃 潰瘍 および 胃癌

組織のすべての部において活性の増加 が認 め られ

た.こ のことよりSolcoserylは 生体の電子伝達系の

方に関与するこが推察される.

pentose cycleはWarburg-Dickensの 経路 ともいわ

れ,核 酸および多数の補助酵素の構成にたずさわ り,

細胞代謝に重要な役割を演 じ,ま た一方エネルギー

代謝の一環として最近注目されてきた. G-6-PDHは

この回路の最初の脱水素反応を触媒 す る酵 素で あ

る.本 実験では胃被蓋上皮および癌細胞において活

性の増強がみられた.こ の こ とよ りSolcoserylは

Warburg-Dickensの 経路に関与 し,こ れを促進せし

める作用を有することが推察される.

GDHは ケ ト酸およびアンモニウムよりグルタミ

ン酸の生成に関与し, TCA cycle中 の コハク酸を供

給する反応にあづかり,ま たオルニチン酸サイクル

に関与 して尿素の生成をおこな うなど,ア ミノ酸代

謝に重要な役割を演ずる.本 実験では全実験材料に

おいて対照との間に活性の有意の差は認められなか

つた.こ のことよりSolcoserylは 創傷治癒にかなり

の効果を有しているにもかかわらず,ア ミノ酸代謝

には関与 していないことが推察される.

α-GDHはL-α-グ リセロ燐酸よりジオキシアセ ト

燐酸を生成する反応に関与し, NADを 助酵素 とす

る.中 性脂肪および燐脂質の代謝に重要な役割を演

じ, glycerophoshate shuttleを 形成 し,か つEmbden-

Meyerhofの 回路に関与する.本 実験ではSolcoseryl

の添加により正常胃では全般に,胃 潰瘍の再生上皮

および萎縮性変化部に,胃 癌の癌細胞,と くにその

先進部において活性の増強がみられた.こ のことよ

りSolcoserylは 中性脂肪および燐脂質の代謝に関与

し,高 エネルギーを発生せ しめるもの と推 察 され

る.し かし一方LDHに 影響を与えなかつたことよ

り,そ の作用はEmbden-Meyerhofの 回路にまで影

響をおよぼすほど強力なものではないのであろう.

β-HDHは βオキシ酪酸よりアセ ト酢酸の生成に

関与する酵素で,脂 肪酸の酸化に重要な役割を演じ,

またTCA cycleに 関与する.本 実験では全実験材料

においてSolcoseryl添 加群と対照群との間に活性の

有意の差は認められず, α-CDHに 影響を与 え るに

もかかわらず, Solcoserylは 脂肪酸々化には関与 し

ないものと推察される.

Solcoserylの 成分に関しては未だ明らかにはされ

ていないが,い ずれにしても単独なものではなく混

合体である.し たがつて組織化学のごとききわめて

微細な変化を求める検索にこのような薬剤を混ずる

ことにより,検 索結果に予期せざる因子が加わるこ

とが十分予測されるので,こ れだけの検索結果から

結論づけることは危険であるかもしれないが,一 応,

 Solcoserylはpentose cycleの 一部,脂 質代謝の一部

および電子伝達系に関与することが推察されよう.

またSolcoserylの 特徴である組織呼吸賦 活作用 は

TCA cycleの 賦 活によるものではないと推察 されよ
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う.

胃潰瘍についてみれば, Solcoserylの 添加に よ り

NAD diaphoraseで は全般的に活性の増強がみ られ

たが, α-GDHで はとくに再生上皮で, G-6-PDHで

は萎縮性変化部および被蓋上皮で活性の増悪がみら

れたが,肉 芽組織では影響がみられなかつたことよ

り, Solcoserylに よる潰瘍修復は上皮の再生が主 と

考え られる.

胃癌についてみれ ば, Solcoserylの 添 加 によ り

NAD diaphoraseで は全般的に活性の増強がみ られ

たが, G-6-PDHお よび α-GDHで は多 くの場合 癌

細胞の,と くに先進部の細胞において活性の増強が

みられた.こ のような見地か らすれ ば, Solcoseryl

は担癌体において腫瘍細胞の増殖を促進する場合も

ありうることが推察 され,第3編13)の ごとき結果を

生 じたものと考えられる.

第5章　 結 論

手術時摘出された人の胃の正常,潰 瘍および癌組

織を用い, P-ase, LDH, SDH, MDH, G-6-PDH, α-

GDH, β-HDH, NAD diaphoraseお よびGDHの9

酵 素 の活 性 に お よ ぼ すSolcoserylの 影 響 を 組織 化 学

的 に検 索 し,次 の 結 果 を え た.

1) SolcoserylはP-ase, LDH, SDH, MDH, β-HDH

お よ びGDHの 活 性 に 影 響 を 与 え な い.

2) SolcoserylはG-6-PDH, α-GDHお よ びNAD

 diaphoraseの 活 性 を高 め る.

よつ てSolcoserylはpentose cycle,脂 質 代 謝 の一

部 お よ び電 子 伝 達 系 に 関 与 す る と推 察 され る.

3) Solcoserylに よ る 胃 潰瘍 の 潰 瘍 修 復 は主 と して

上 皮 再 生 の 促 進 に よ る もの と推 察 され る.

4) Solcoserylは 癌 細 胞 のG-6-PDH, α-GDHお

よ びNAD diaphoraceの 活性 を 高 め る こ と よ り,

 Solcosoerylは 担 癌 体 の腫 瘍 の 増 殖 を 促 進 す る可 能 性

が 推 察 され る.

稿 を終 る に の ぞ み御 指 導,御 校 閲 を た まわ つ た 恩

師 田 中早 苗 教授,陣 内伝 之 助 教 授,緒 方 卓 郎 講 師 な

らび に 河 島 隆 男 講 師 に 深 謝 い た し ます.

(本 論 文 の 要 旨は 第8回 日本 消 化 器 病 学 会 中国 四

国 地 方 会 に お い て 発 表 した)
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附 図 説 明

図1) G-6-PDH (glucose-6-phosphate dehydrogenase reaction):人 正 常 胃 底 腺 粘 膜(Control).被 蓋 上 皮 に 軽

度 の活 性 が み られ る.×100

図1′) G-6-PDH:同 上(Solcoseryl添 加).被 蓋 上 皮 に活 性 の 増加 が み られ る.×100

図2) G-6-PDH:人 胃潰 瘍 萎 縮 性 変 化 部(Control).被 蓋 上 皮 に萎 縮 性 変 化 の度 合 に 比 例 し た 活 性 の 低 下 が

み られ る.×40

図2′) G-6.PDH:同 上(Solcoseryl添 加).被 蓋 上 皮 に 活 性 の 増 加 が み られ る.×40

図3) G-6-PDH:人 胃腺 癌(Control).癌 細 胞 に 中等 度 の活 性 が み られ る.×100

図3′) G-6-PDH:同 上(Solcoseryl添 加).癌 細 胞 に活 性 の 増 加 が み られ る.×100

図4) α-GDH (α-glycerophosphate dehydrogenase reaction):人 正 常 胃底 腺 粘 膜(Control).全 般 的 に 軽 度 の

活 性 が み られ る.×40

図4′) α-GDH:同 上(Solcoseryl添 加).全 般 的 に 活 性 の 増 加 が み られ る.×40

図5) α-GDH:人 胃潰 瘍 萎 縮 性変 化 部(Control).全 般 的 に活 性 の低 下 が み られ る.×100

図5′) α-GDH:同 上(Solcoseryl添 加).全 般 的 に 活 性 の 増 加 が み られ る.×100

図6) α-GDH:人 胃潰 瘍 再 生 上皮(Control).軽 度 の活 性 が み られ る.×100

図6′) α-GDH:同 上(Solcoseryl添 加).活 性 の 増 加 が み られ る.×100

図7) α-GDH:人 胃腺 癌(Control).癌 細 胞 に軽 度 ない し 中等 度 の活 性 が み られ る.×100

図7′) α-GDH:同 上(Solcoseryl添 加).癌 細 胞 に 活性 の増 加 が み られ る.×100

図8) NAD diaphorase reaction:人 正常 胃底 腺 粘 膜(Control).被 蓋 上 皮 に 中等 度 の,腺 細 胞 に 中等 度 な い し

軽 度 の 活 性 が み られ る.×40

図8′) NAD diaphorase:同 上(Solcoseryl添 加).全 般 的 に 活 性 の 増 加 が み られ る.×40

図9) NAD diaphorase:人 胃潰 瘍(Control).再 生 上皮 に 中 等度 の活 性 が み られ る.×40

図9′) NAD diaphorase:同 上(Solcoseryl添 加).全 般 的 に 活 性 の 増 加 が み られ る.×40

図10) NAD diaphorase:人 胃 腺癌(Control).癌 細 胞 に 中等 度 の,間 質 に 軽 度 の活 性 が み られ る.×100

図10′) NAD diaphorase:同 上(Solcoseryl添 加).全 般 的 に 活 性 の 増 強 が み られ る.×100

附 図 の 番 号 に ′を 附 した もの は 反 応液 にSolcoserylを 添 加 した 反 応 で あ り,′ を 附 さな い も の は 反 応 液 に

0.9% NaCl solutionを 添 加 した 反 応 で あ る.
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Experimental Studies of a Protein-Free Extract from Calf Blood 

with a High RES Activity (Solcoseryl)

Part Ⅳ

Histochemical Studies of the Effect of Solcoseryl on the Activity 

of Enzymes in the Human Stomach

By

Hiroshi YOSHIDA

The First Department of Surgery, Okayama University Medical School, Japan

(Director: Prof. Sanae Tanaka)

A histochemical study of the effect of Solcoseryl on the activities of nine enzymes, i.e.

 phosphorylase (P-ase), lactic dehydrogenase (LDH), malic dehydrogenase (MDH), succinic

 dehydrogenase (SDH), glucose-6-phosphate dehydrogenase (G-6-PDH), α-glycerophosphate de

hydrogenase (α-GDH), β-hydroxybutyric dehydrogenase (β-HDH), glutamic dehydrogenase (GDH)

 and NAD diaphorase has been carried out on mucous membrane of the human stomach.

For the demonstration of LDH, MDH, SDH, G-6-PDH, α-GDH, β-HDH, GDH and NAD

 diaphorase, the method of Peaise was used and for P-ase the method of Takeuchi was

 performed.

Solcoseryl was added to each medium at the retio of one tenth, and for the controls the

 same volume of 0.9% NaCl solution was added instead of Solcoseryl.

The results were summarized as follows;

1) The activities of G-6-PDH and α-GDH were increased by the addition of Solcoseryl in

 normal mucous membrane, intestinal metaplasia and carcinoma of the stomach.

2) NAD diaphorase activity was also increased by Solcoseryl.

3) The activities of P-ase, LDH, MDH, SDH, β-HDH and GDH were not changed by

 Solcoseryl.

4) Solcoseryl might promote the regeneration of the gastric mucous membrane.
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吉 田 論 文 附 図
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吉 田 論 文 附 図
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吉 田 論 文 附 図


